



Collective Burial of Skeleton Parts in the Jomon Period
Study of the Collective Burial Custom Which Involved Some Bone Parts 




















































は 2500 体ほどの人骨出土例のデータが存在するが［山田 2002］，今回そのような事例を改めて集成


















　2号土壙墓は，100㎝× 90㎝ほどの不整隅丸方形を呈する小型のプランを持つ（図 2－ 1）。内部
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図2　部分骨合葬の諸例（黒ヌリは部分骨）
1：船倉 2・2b 号　2：下太田 31 号　3：古作 1号　4：古作 16 号　5：古作 7号　6：北村 SH1182　7：下太田 62 号　
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図3　部分骨合葬および重葬の諸例（黒ヌリは部分骨）












































骨を部位別にみると，右上腕骨 3，左上腕骨 1，右橈骨 2，左橈骨 1，右尺骨 2，左尺骨 1，右大腿骨 2，
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　1号人骨は，貝層直下の黒褐色中に確認されたものである。ゆるく膝を曲げた仰臥屈葬で埋葬さ
れていたが，土壙の存在は不明である。鑑定結果によれば熟年期の男性とされており，周囲から出
土した土器から後期初頭の事例と考えられている。この単葬例にともなって，50 号および 51 号人
骨が出土している。筆者が新潟大学にて確認したところ，50 号人骨は幼児期の上腕骨および腓骨




　35 号人骨は，長径 220㎝，短径 90㎝の小判型の土壙に仰臥伸展の姿勢で埋葬された熟年期・男
性の事例である（図 3－ 1）。この事例にともなって 36 号人骨と 44 号人骨が出土している。鑑定
によれば，36 号人骨は熟年期・男性の頭蓋破片と歯の一部からなるもので，44 号人骨は成人女性
の右大腿骨である。36 号人骨は左肘関節附近から，44 号人骨は 35 号人骨の右脛骨に沿った形で出




1985 年から翌年にかけての発掘調査では，合計 15 体の埋葬人骨が確認されている。部分骨合葬の
可能性のあるものは，1号人骨と 1’人骨，16 号人骨およびそれに伴った 15 号人骨の事例である。
いずれも人骨取り上げ時に部分骨の存在が確認されたものである。
1号人骨は成人男性であり，仰臥伸展葬で埋葬されていた単葬例である（図2－3）。その上半身は，
すでに厩舎の側溝造成時に削平されてしまっていた。1’人骨は，この 1号人骨に伴った 8～ 10 歳
程度の小児期のものである。右上腕骨・腓骨・脛骨などが残存しているが，出土状況は不明である。
16 号人骨は，おそらく仰臥伸展の埋葬姿勢をとる成人男性例である（図 2－ 4）。人骨の大腿骨
より上の部分は，確認用トレンチの外に伸びているために調査されていない。年齢段階は不明であ







いる［岡崎他編 1983］。1983 年の調査においては，埋葬人骨が 44 体分出土している。部分骨合葬
































SH1182：本例は底面長径 107㎝，短径 61㎝を測る楕円形の土坑墓内に , 単葬例 1と別個体の頭
蓋が埋葬されていたものである（図 2－ 6）。単葬例は上肢を伸展させ，下肢を折り曲げた仰臥屈
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が 12 例，埋葬されたイヌ 22 体が検出されている。これらのうち，部分骨合葬例と目される事例



















福岡県遠賀郡芦屋町に位置する山鹿貝塚は 1965 年および 1968 年に調査が行われ，不時発見例
もあわせて合計で 18 体の人骨が出土している。
別個体の一部が入れられていた事例は 16 号人骨の埋葬例である（図 3－ 2）。これにはすぐ左側




母指骨がはるかに跳ね飛んで 16 号人骨の右足尖から 30㎝ほど東南で 15㎝ほど浮いた位置に発見さ
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❷……………部分骨合葬例のあり方









えば，岡山県笠岡市津雲貝塚出土例（13 号・24 号・30 号）［清野 1920a］，愛知県田原市吉胡貝塚






年齢 性別 年齢 性別 部位
1 船倉貝塚 2号人骨 壮年期 男性 成人 不明 ほぼ全身 前期 部分骨は火葬されている
2 下太田貝塚 62 号人骨 熟年期 男性 熟年期 不明 左右上顎 中期
3 下太田貝塚 76 号人骨 思春～青年期 不明 成人 男性 橈骨・尺骨・大腿骨・脛骨 中期
四肢骨が単葬例を弧
状に取り囲む
4 下太田貝塚 82 号人骨 熟年期 男性 成人 不明 右下顎 中期
5 下太田貝塚 88 号人骨 壮～熟年期 男性 老年期 女性 頭蓋・左脛骨 中期
6 下太田貝塚 89 号人骨 壮年期 男性 熟年期 女性 左右寛骨・足根骨中期
7 下太田貝塚 7号人骨 壮年期以降 男性 熟年期 女性 左右寛骨・右鎖骨後期
8 下太田貝塚 18 号人骨 熟年期 男性 成人 男性 左右大腿骨・脛骨後期
9 下太田貝塚 31 号人骨 熟～老年期 男性 壮年期 女性 頭蓋・四肢骨 後期 他に老年期・男性骨が混じる
10 古作貝塚 1号 成人 男性 小児期 不明 右上腕骨・脛骨・腓骨 後期
1号の上半身は工事
により先に消失
11 古作貝塚 16 号人骨 不明 男性 成人 女性 頭蓋・四肢骨 後期 他に成人・女性骨が1，新生児期が 1
12 古作貝塚 7号 壮年期 女性 乳児期 不明 頭蓋 後期 7号は 8号幼児期人骨との母子合葬例
13 貝の花貝塚 1号 熟年期 男性 成人 女性 頭蓋 後期初頭 他に幼児期？の上腕骨他破片あり
14 貝の花貝塚 35 号人骨 熟年期 男性 成人 女性 右大腿骨 中末～後初他に熟年期男性の頭蓋と歯がある
15 北村遺跡 SH518 熟年期 女性 成人 女性 大腿骨・脛骨 後期
16 北村遺跡 SH785 熟年期 男性 壮年期以前女性？頭蓋 後期
17 北村遺跡 SH1182 熟年期 女性 小児期 不明 頭蓋 後期
18 北村遺跡 SH1217 小児期 不明 成人 不明 下肢骨 後期




20 山鹿貝塚 16 号人骨 壮年期 女性 壮年期 男性 足指骨 後期 埋葬時の攪乱・混入の可能性あり
21 吉胡貝塚 2号人骨 幼児期 不明 成人 不明 頭蓋 晩期
69
［縄文時代における部分骨合葬］……山田康弘






1）部分骨合葬された複葬例には，成人男性が 3例，成人女性が 9例，性別不明が 9例であり，不
明には子供が 4例含まれる。年齢では，壮年期段階の事例が 3例，熟年期段階の事例が 3例，





2）部分骨を伴う単葬例には，男性が 13 例，女性が 4例，若年で性別不明が 4例存在する。年齢
では，壮年期段階が 4例，熟年期段階が 8例，壮～熟年期段階が 1例，熟～老年期段階が 1例，
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部分骨合葬の対象となった年齢が幅広く，また性別にも男女がみられるということは，部分骨合
葬例が特定の年齢・性別のみに行われたものではないことを示している。しかしながら，複数の事
















重葬［小金井 1923：36，清野 1946：130］とみなすことのできる事例（15 号熟年期・男性人骨と 8号








































ける東海地方の合葬例を取り上げ，4I 型抜歯と 2C型抜歯の人物は絶対に合葬されないこと，4I は
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入他編 2002：10-15・石川 2010：45-46］（写真 2），そこでは遺構の累積関係，被葬者の選択が重要視






の個別性は確保されたことになる。この場合，各遺体の personal memory や social persona は維
持されていたものと判断される。合葬することによって，死者の集団化を図った一方で，死者たち
の個性もまた尊重された状況，いわば祖霊化の一歩手前の祭祀行為として理解することができよう。
これとは逆に SK03 では，SK26 と同様に人骨が他所で焼かれて土壙内に埋葬されたのだが，こ
の場合は人骨が一括されており，各遺体の personal memory や social persona については消失し，
逆に一体化が図られたものと思われる（写真 3）。SK03 のような事例は，たとえば新潟県糸魚川市
寺地遺跡の配石遺構・炉状配石における焼人骨のあり方とも類似し［寺村他編 1987］（写真 4），死
者の personal memory や social persona を消失させる，祖霊化のための埋葬・祭祀行為と位置づ
けることができるかもしれない。先に述べた中妻貝塚などの多数合葬・複葬例も同様である。































この単葬例の personal memory と social persona は残存していることを意味している。そこに別
個体の部分骨を意図的に合葬するのであるから，合葬原理に基づく限り，部分骨は単葬される被葬
者と血縁関係を含む社会的な関係性を持っていたと想定できる。その場合，部分骨と単葬例の関係











や social persona を消失させ，従来の系譜的関係の撤廃・再構成を図ったが，部分骨合葬例の場合
は，personal memory や social persona を維持させたまま，合葬が行われる。撤廃と再構成，確認
と継承のように，その意味するところや表現形は異なるものの，両者ともに系譜的な死生観に則っ
たものであった。
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memory や social persona といった記憶が消失するのは，
大体三世代，100 年を超えたころであると推定されるの
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Collective Burial of Skeleton Parts in the Jomon Period
Study of the Collective Burial Custom Which Involved Some Bone Parts
from Other Skeletons during the Jomon Period
YAMADA Yasuhiro
A careful examination of archaeological excavations of the burial of human bones during the Jomon 
Period has revealed skeletons buried together with bone parts from other skeletons, including large parts
such as skulls, mandibles and limbs, which make it difficult to accept any notion that these parts from 
other skeletons may have been mixed in accidentally. While many of these cases have up until now been 
treated as single or individual burials, the idea that the people of the time intentionally mixed in parts
of other skeletons to form collective burials sets these apart from single or individual burials and surely
demands acknowledgment as another type of burial.
In this paper, I refer to such examples as cases of collective burial of skeleton parts, recognizing 
these as a particular type of burial method, and conducted an investigation into how these burials were 
performed as well as their significance.
As a result, it has been established that 21 examples such as these have been found across 8 sites
mainly in the southern part of the Kanto region; the burial of a single male included female skeleton
parts; combined burial of adults and children was performed; and that these were composed together in
small single burial groups.
Previous examples of collective burial as well as views on life and death were taken in order to study
the significance of these findings, and based on the notion that those who were buried in collective
burials seem to have been grouped with blood relatives, the fact that in the Jomon Period there was
a genealogical view of life and death, and the fact that this view of life and death ties in with the 
genealogical relationships which formed the foundation of the social structure of the time, this paper 
surmises that the significance of collective burial of skeleton parts was connected to the confirmation and
continuation of the genealogical relationships through the collective burial of people who were socially
related, including blood relatives.
Key words: Jomon Period, burial custom, collective burial, parts of skeleton, view of life and death
